平成26年度　障害者虐待防止・権利擁護指導者養成研修　要綱


含むべき内容

○障害者福祉施設従事者等による障害者虐待事案から学ぶ、障害者虐待防止に関する取り組みのポイント
（可能であれば、虐待のあった施設等の体験談を聞く）
講義のねらい　
○千葉県袖ケ浦福祉センターの虐待事件検証報告から、虐待の実態と再発防止のための検証作業のポイントを

理解する。
講義内容とポイント（８０分）
	講義内容
	ポイント

	事件の概要と特徴
	事件の経緯と概要を説明したのちに次の３の特徴を指摘する。

１）県立施設でおきた事件

２）大きな事件である（延べ数人・・）

３）意図的・陰湿な虐待である
４）虐待防止法のスキームが機能しなかった

	事件の原因
	事件の背景にある事情（原因とおぼしきもの）を説明する

１）閉鎖性　　誰も訪れない
２）孤立性　　福祉の終着点
３）視野狭窄　利用者をみない、問題行動だけを見ている。

※その結果、利用者と職員を施錠された密室空間に放置することで負の連鎖が起きたのではないか

	対応策
	１）ダウンサイズ（現定員の約半数を目標）

２）施設の機能の明確化

３）生活環境の開放化・個別化

４）外部交流の増加

　　パーソナルサポーター（利用者）、外部との職員交流

５）監査・研修の実質化

	さらなる検討課題
	１）定員問題　どこも定員が一杯。流動性・交流性が起きない。

２）強度行動障害とはなにか

３）支援力量の問題　　何が不足し、何が高度なのか

※
今回の問題は、全国的に潜在している課題を含んでおり同様の虐待事件が他の施設（とりわけ閉鎖性の強い入所施設）で起きる可能性は否定できない。現在の虐待防止法のスキームの全国的な再検討が必要である。


講義で使用するもの

○資料集
○「千葉県社会福祉事業団による千葉県袖ケ浦福祉センターにおける虐待事件問題、同事業団のあり方及び同センタ

ーのあり方について（答申）」（p.1～p.47）
講義にあたっての留意事項

都道府県研修にあたっての留意事項

・都道府県研修では、虐待のあった施設等の体験談を聞く
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・第三者検証委員会最終報告（千葉県庁のホームページに附属書類とともにすべて掲載されている）
3日目　障害者福祉施設等設置者・管理者研修


イウ・講義７　障害者虐待事案から学ぶ


～虐待事案の検証と防止にむけた取り組み～


講師：佐藤　彰一（國學院大學法科大学院教授・弁護士）


千葉県社会福祉事業団問題等第三者検証委員会座長











